“クラブ”を考える（Ⅰ）

――クラブの歴史と発展――
＊定義　

何らかの共通の目的・関心を満たすために、平等の資格で自発的に加入した構成員によって運営される結社の一形態であって、構成員の生計を目的としないパートタイムの機能集団である。

　クラブ自体は法律・社会倫理に反することがない限り自主・自立を旨とし、それ自体が営利活動を営むことはない。

　クラブの語源は、cleave（団結する）という英語に由来する。
＊歴史

　類似の集まりはギリシャ・ローマ時代にも見られるが、近代のクラブの成立は近代ヨーロッパの成立と軌を一にしている。

　英国では16世紀頃から宗教活動をするクラブがつくられ、後に上流社会の社交クラブに変化していった｡17世紀にはトルコからコーヒーが輸入され、ロンドンのコーヒー・ハウスや、ターバンと呼ばれる宿屋で交流していた客のうち、共通の話題を持つ者同士がその一室を借りて定期的に集会を開く人たちが現れた。これがクラブ集会の起原である。
＊政治結社

　コーヒー・ハウスやターバンが男性の集まりの場であったように、クラブもまた上流・中産階級の男性を会員とし、そこで盛んに政治談義が交わされた結果として、多数の政治クラブが結成された。

18世紀、フランス革命当時には、ジャコバン・クラブ（憲法友の会）、コルドリエ・クラブ（急先鋒）、1789年の会、立憲王政の友クラブ、などという政治クラブ、人民結社が多数存在していた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ヨーロッパには近代までクラブを名乗る政党（政治結社）があったし、わが国でも「二院クラブ」という政治集団が存在していた。離散・集合を繰り返す政党の歴史は、まさにクラブの本質を表している。
＊市民クラブ

　18世紀に入ると産業革命の進展が中産市民階層の台頭をもたらし、その人々によるクラブ参加が盛んになった。政治クラブとともに社交クラブ、文芸クラブ、歴史クラブ、スポーツクラブなどが生まれ、これらが地域コミュニティの中心として憩いの場になっていった。

　英国におけるクラブの発達は、自治を重んじる民主主義の母体となった。クラブ自治の代表として、英国のジョッキー・クラブが挙げられ、これは競馬に関して法律の範囲内で準司法的機能を持つに到っている。
＊協会

　宗教改革が宗教的結合を、フランス革命が身分的秩序を、そして産業革命が徒弟制度を崩壊させると、それらに基づく保護を失って自立を余儀なくされた人々が独立して、互助、交流の組織をつくるようになった。ドイツでは、それを協会Vereinといい、同好の人々が身分を問わずに自由に入退会できる組織で、英国で発達したクラブと性格を同じくするものである。

　当時のドイツは分断国家であったために愛国心と“共同の利益”を重視する協会が多かった。19世紀にはドイツ協会の多様性が一気に開花して、歴史協会、読書協会、博物館協会、農業技術改良協会などが設立された。
＊近代クラブ　
20世紀の英国・米国で、アスレティックジム、プール、レストランなどを併設するシティクラブと、ゴルフ・乗馬施設とレストラン・談話室などを整えたカントリークラブが発達した。これらはメンバーの交流の場所であるから、会員の拠出金よって会員中心に運営され、役員も会員の中から選出される。外国に居留する英米人が居留地でクラブを結成したのが先例となって、クラブを通じた人的交流のシステムが英語圏を中心に世界へ広がった。
